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タイトル「担い手サポート資金」の取扱い       ＪＡ名 ＪＡバンク山口  

１ 動機 

（経緯） 

 本県農業を取り巻く環境は、農業者の高齢化・後継者不足等による耕作放棄地

の拡大や諸規制の緩和・国際化の進展等に伴い、従前の営農手法では地域の農業

を維持・継続することが非常に困難な状況にあります。 

 こうした状況の中、継続可能な地域農業を確立するため、集落型営農組織等の

育成に積極的に取り組む必要があります。 

 よって、集落型営農組織等の設立初期の経営安定に貢献できる県下統一資金を

創設し、ＪＡグループ山口をあげて地域農業の振興・発展に資することを目的と

して平成 18 年 5月より取扱っております。 

 

２ 概要 ・貸出条件は以下のとおりとなります。 

○貸出対象者：原則、水田営農を中心とする設立後 5 年以内の農業法人、特定農

業団体および特定農業団体と同様の要件を満たす組織。 

○資金使途：運転資金（肥料、農薬、資材費、支払労務費等） 

○貸出金額：原則、農産物販売見込額の 50%以内で、20 百万円以内 

 ※農産物販売見込額には、全国一律の補助金を含むことができます。 

○貸出方法：手形貸付又は証書貸付 

○貸出利率：0%（基準金利－利子補給率） 

 ※基準利率：信連短期プライムレート－0.75% 

 ※利子補給（山口県農業協同組合中央会）率：信連短期プライムレート－0.75%

 （ただし、山口県信用基金協会への保証料が別途必要です。） 

○貸出期間：1年以内 

○償還方法：期日一括返済 

○担保・保証：原則、山口県農業信用基金協会の保証を徴します。 

○貸出取扱期間：平成 18 年 5 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日まで 

 

３ 成果 

（効果） 

平成 22 年度における新規実行件数は 35 件で、実行額は 158 百万円となりまし

た。 

 

４ 今後の

予定（課題） 

 当該資金の取扱いを延長するとともに、新たに設立後 5 年超の農業法人等も対

象とする「農業法人等サポート資金」の検討を行い、平成 23 年度より県内ＪＡに

て取扱いを開始します。 

 

 


